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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

 2011 年 3 月に発生した東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所（以下、1F）の事故の影響により、福島県沖の

海水から放射性セシウム（134+137C, 以下、放射性 Cs）が検出された。本調査では、海水の放射性 Cs 濃度の動向を把握し、漁

場環境の改善状況を明らかにすることにより試験操業の支援を行った。 

(1） 本県が実施する緊急時環境放射線モニタリングの 2011年 5月から 2018年 3月まで（2018年 10月末時点公表分）

の海水データについて、放射性 Cs 濃度の解析を行った（図 1）。また、東京電力ホールディングス株式会社（東京電

力HD）が実施している調査のデータをもとに 1F近傍における海水の放射性Cs濃度について解析を行った。 

  (2) 1F近傍の放射性セシウム濃度は0.1 Bq/L程度で推移し、1F港湾内の放射性Cs濃度は1 Bq/L程度で徐々に 

震災前（0.001～0.01 Bq/L）に近づきつつある（図 2）。 

  (3) 福島県沿岸漁場における放射性Cs濃度は2012年 11月以降1 Bq/L以下となっている（図 3）。 

 

 ２ 期待される効果 

  (1) 漁場環境中の放射性Cs濃度の低下傾向が明らかとなり、試験操業の拡大や本格操業へ向けた検討の資料と 

なる。 

 

 ３ 活用上の留意点 

(1) 特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

   鈴木翔太郎 

 ２ 実施期間 

   平成２３年度 ～３０年度 
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